
直通階段が一つの建築物向けの 

避難行動に関するガイドライン 

を理解し火災時に備えましょう 

ガイドラインの概要 

火災発生時の基本行動 

      ＊複数人で対応できる場合は、初期消火、避難、通報についての役割を分担して実施し、すべて

を実施することが難しい場合は、避難を優先すること 

    ＊初期消火の際、消火器だけでなく屋内消火栓等も積極的に使用すること 

   ＊使用可能な避難経路を選択して、在館者の避難誘導を実施すること 

   ＊避難経路の選択については、「直通階段を使用しての避難」、「避難上有効なバルコニーを使

用しての避難」、「直通階段から離れた居室等への退避等」の順に考えること 

   ＊火災が発生した居室等の戸や避難経路上の戸を閉鎖して避難すること 

   ＊退避区画を設けた場合、退避区画を使用した退避・避難行動について周知すること 

   ＊速やかな消防機関への通報を徹底すること 

   ＊自動火災報知設備の発信機・放送設備等を使用し、在館者へ火災を知らせること 

火災発生時のリスク及び被害軽減のための対策 

＊竪穴区画（階段室等）の防火戸等を適正に維持管理すること ※裏面参照 

＊退避区画を設けた場合、退避区画を適正に維持管理すること 

＊避難経路に避難上支障となる物品や可燃物を置かないこと 

●竪穴区画・避難上必要な施設等の維持管理 

●防火対象物点検報告・消防用設備等の点検

＊建築物周囲に可燃物を放置しないこと 

●放火火災防止対策の徹底 



 

 令和3年12月に大阪市北区において発生した、直通階段

が一つの建築物での火災（死者27名・負傷者1名）を受け

て、火災時リスク・被害軽減のためガイドラインが策定

されました。 

竪穴区画（階段室等）の防火戸等を適正に維持管理？ 

＊防火戸等は正常に作動する状態か 

＊防火戸等が常時閉鎖式の場合、 

             ドアクローザーは破損していないか 

＊防火戸等が煙感知器の作動と連動して閉鎖する場合、                  

                 適正に点検され作動するか 

＊防火戸等の閉鎖障害となる物品は置いていないか 

建物利用者を守るために 

ガイドラインの内容を 

周知・指導しましょう！ 


